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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・９月１７日準夜チーフは山田司ＭＮＳ→上口ＪＧＭへ変更となっています。

周知お願い致します。

・当院の紹介・逆紹介が適宜、更新・入力されていないようです。

各病棟においては、入院患者様の他医療機関への受診（紹介）があった際には

忘れずに所定のフォルダへ入力するようお願いします。

・夜間警備のPHSについて、故障しておりましたが、代わりの物を手配し、

今までとおり「916」で通じます。

・医療福祉学会へ向けて：患者様が余暇をどのように過ごしているかについて調べる事になり

　ました。（中村・木村チーム）対象患者様は林　田鶴子様、滝澤　久江様、岡田　石子様、

　古川　富蔵様、田名部　浩平様です。所定の用紙を準備していますので、各勤務帯での

　記入をお願いします。

・心理チームより：田名部浩平様の心理検査結果の所見をカルテに挟んでありますので、

　　　　　　　　　確認して下さい。言語性IQが前回より高くなっていますが、知識が

　　　　　　　　　増えた事よりも言葉で表現出来る（言葉が出る）ようになった為と

　　　　　　　　　思われます。又、金銭を気に掛け、「使い過ぎているような気がする。」と

　　　　　　　　　話していたとの事です。金銭管理への援助・介入を行うと共に、言語化

する機会を増やしていくようにしましょう。

＜患者様連絡事項＞

・倉橋　生子様～スタッフ付き添いにて婦人科受診（斉藤ウィメンズクリニック）の為外出

しています。完全子宮脱の診断であり、手術が必要との事です。

　　　　　　　　本日はペッサリー（子宮脱非観血的整復法）を実施しています。他、必要な

処置は転院先の病院で対応してもらうようにとのことでした。

　　　　　　　　主治医・御家族へ情報提供し、今後について準備を進める事としています。

　　　　　　　　

・中居　松男様～スタッフ付き添いにて歯科受診の為外出予定です。

・五日市　規様～昨日、親族（いとこ）の方が来院され、SW、担当Nsと面談しています。

　　　　　　　　保護者としての面会依頼、今後（青山荘施設見学及び入所手続き）の協力、

　　　　　　　　本人の兄弟の所在について等説明しています。

　　　　　　　　親族の方は「面会は強制されるものではないと思う。」「俺は親じゃない。」

　　　　　　　「（施設入所について）そういうことは病院に任せる。」「お金については何も

　　　　　　　 出来ない。」「（保護者について）他の兄弟が見つかるまでは協力するが、

　　　　　　　 見つかったらそっちにやって欲しい。」等話しており、本人と継続して治療関係

　　　　　　   を持つ事に対しては消極的な姿勢が伺えます。（本人が親族の方へ連絡をとる

　　　　　　　 事についても抵抗感を示しています。）

スタッフ側より保護者としての役割、現在の本人の状態及び経済面について説明、兄弟の所在確認の協力を依頼しています。その上で、兄弟の所在が確認されず

保護者変更が困難な場合、保護者としての施設入所諸手続きへの協力（見学を

含めて）を依頼し、それぞれ了承を得ています。（施設見学については10月

には可能との事で日時が分かり次第連絡して頂く事としています。）

　　　　　　　本人の日課の取り組み状況、睡眠状況、今後への焦燥感について観察・確認し、

　　　　　　　今後の生活設定への介入及び家族介入を行っていきましょう。

・沢田　三朗様～本日御家族来院しています。本人が希望している退院日（9/25）と初外来日

　　　　　　　　（9/30）について確認し、御家族より了承を得ています。退院前訪問指導に

　　　　　　　　ついても了承されています。（仕事の関係上、退院前訪問指導の時間は11:00～

　　　　　　　　を希望しています。）退院日についての受け入れが整わない場合は病棟へ連絡

　　　　　　　　して頂く事としています。又、退院前訪問指導の日取りが決まり次第、御家族

　　　　　　　　へ連絡する事としています。担当スタッフは退院に向けた諸準備を進めて

　　　　　　　　下さい。

＜OT一週間報告＞

・布施　邦雄様～作業は取り組んでいますが、表情の硬さが見られています。声掛けにも返答

　　　　　　　　が聞かれませんでした。御家族（母）を亡くされた事による感情の揺れが

　　　　　　　　依然として続いている可能性があります。作業の取り組み状況について

　　　　　　　　確認していく事としています。

・中居　松男様～「小遣い帳をつける為に計算の練習がしたい。」との希望があり、足し算を

　　　　　　　　 行っています。金銭管理への援助へ活かしていきましょう。

・三上　勇様～購入した眼鏡を使用していますが、まだ慣れていない様子が伺えます。移動時

　　　　　　　の事故防止に努めていく事としています。

＜川端Ｄｒケースカンファレンス・診察＞

・岡田　石子様～診察：御家族（夫）が亡くなられている事が認識できておらず、「退院して

　　　　　　　　　　　家に帰って家族と生活したい。」と話しています。主治医より現在の

　　　　　　　　　　　御家族の状況について説明を受けていますが、理解に乏しい様子が

　　　　　　　　　　　伺えます。施設に空きができるまで、入院加療を続けるよう説明を

　　　　　　　　　　　受け、了解示しています。

・稲垣　恵利子様～設定された水分摂取量を守れていない事、中途覚醒した際、自室の電気を

　　　　　　　　　を点けて私物を触っている旨情報提供しています。主治医より水分摂取量と

　　　　　　　　　併せて体重の確認も行うようコメントがありました。

　　　　　　　　　水分摂取状況について、体重変動も含め詳細に確認していきましょう。

　　診察：主治医より水分を摂り過ぎないよう説明を受けています。

・木村　梅子様～診察：「人の声ではない。」としながらも、「‘テレビを観ない。’‘テレビを観れ

　　　　　　　　　　　ない’と聞こえてくる。」と異常体験に左右された発言が聞かれています。

　　　　　　　　　　　異常体験によって、イライラ感が出現する事はないとのことです。日課

　　　　　　　　　　　の取り組み状況、余暇の過ごし方、睡眠状況について観察・確認し、

　　　　　　　　　　　現在の状態についての言語化を図っていきましょう。

・浅野　秀子様～左第2指と第3指のかぶれには、ナパゲルン軟膏を使用していない事、左膝の疼痛へは、ナパゲルン軟膏塗布にて対応している事を情報提供しています。

　　　　　　　　又、睡眠状況は概ね良好ですが、入浴時の介入に不機嫌となること、設定さ

　　　　　　　　れた買い物日を拒む事、希望購入品をスタッフへ依頼する事も情報提供して

　　　　　　　　います。就床前薬服用後、睡意が強くトイレにて寝てしまったり、トイレ内の

　　　　　　　　水道で飲水している事も併せて情報提供しています。

診察：調子について尋ねられると「まあまあ。」と話しています。主治医より本人の

　　　　　　　　　目のつくところに日課や注意事項（水を飲みすぎない等）を掲示していくよ

　　　　　　　　　うコメントがありました。担当スタッフは本人の現在の認知能力や記銘力の

　　　　　　　　　評価を踏まえた上で、日課表作成等の対応をお願いします。

※ふれあい秋祭りの買い物について：現在間食管理を行っている稲垣　恵利子様、滝澤　久江様

　については、購入して食べた分のカロリーを差し引いた上で当日の間食管理を行うよう主治医

　よりコメントがありました。

＜受け持ち患者様NCP評価・検討＞

大上　なみ様（評価の上、NCP終了に伴い新たなプランを策定しています。）

＃１、飲水量が多いことにより、急速に下肢に浮腫の発症がある

目標　浮腫の改善、予防

Ｏ－Ｐ

１、浮腫の種類（全身性・局所性）

２、指で押すと跡が残るかどうか（顔面・背部・腹部・下肢・背足）

３、身体の倦怠感の有無

４、体重増加の有無（日内変動）

５、飲水量状況

６、口渇の有無

７、排泄状況（回数・量）

Ｔ－Ｐ

１、軟膏処置時、ボデイチェックを行う

２、夜間、下肢を挙上して休むよう伝える

３、毎日、体重測定を行う（起床時・就床時）

４、水分は、1日1.5ℓ（水筒のお茶１ℓ＋服薬時の水）までとし、守る

よう伝える

５、塩分の多い物は控えるよう伝える

６、こまめに少量の飲み物（温かい）を補給するよう伝える

７、日中、同じ姿勢で長時間過ごさないよう、こまめに身体を動かすよう

伝える

８、足の筋肉を鍛える（足踏み・足首回し・踵の上げ下げ・足の指でグー、チョキ、パー・ふくらはぎ全体をまんべんなくマッサージ・両足を小刻みにプルプルとふるわせる）

Ｅ－Ｐ

１、本人に分かりやすく「水やお茶をたくさん飲むと、体の中に水がたくさん溜まって腫れたり、血が薄くなって倒れてしまう」と指導する

２、そのようにならないため、スタッフと約束したことを守って生活していかなければいけないことを繰り返し説明し、理解して頂く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（評価日　平成23年10月31日）






















